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１.　概要
2013 年 11 月 18 ～ 20 日の間、当センターにおい
て「内蒙古大学 EMBA 学生の日本研修」を実施した。
「EMBA」とは「Exective MBA」の略称であり、エグゼ
クティブ経営学修士として、従来の MBA よりもさらに
上級の管理職、ビジネスリーダー、経営幹部の教育プロ
グラムを展開するもので、欧米や中国で広く進展してい
る。
当センターが内蒙古大学 EMBA の日本研修を引き受
けた経緯は、2008 年 3 月、当センターと内蒙古大学経
済管理学院との間の学術交流協定が締結され、双方の学
術交流が促進されたことによる。2010 年 11 月に、双
方は「GIS 応用と地域経済産業に関する日中共同研究セ
ンター」を設置し、センターを活用した共同研究を進め、
国内外の学会での報告など研究成果をあげてきた。
さらに、2011 年 8 月、愛知大学と内蒙古大学の間で
学術交流協定が結ばれ、2012 年 8 月および 2013 年 8
月には、本学植林隊と内蒙古大学学生との共同植林活動
が実現し、同時に内蒙古大学での交流事業も実施される
など、両大学間の学生の交流が促進され、日中両国の民
間交流にも寄与することができた。
このような、長年かつ広範な友好交流をふまえた、両
大学間のパートナシップのもと、双方の交流をさらに強
化し交流分野を広げていく中で、内蒙古大学より、内蒙
古大学 EMBA 学生の日本研修を共同で実施したいとの
要請があった。その目的は、EMBA 学生の日本の産業・
経済・企業経営等に対する理解を深めること、および日
中両国の相互理解を促進することにある。
２.　内蒙古大学の EMBA教育
内蒙古大学の EMBA 教育は、2009 年に中国国務院学
位弁公室の許可を得て設置され、毎年 100 名あまりの
学生を募集し、経済管理学院を主体として実施されてい
る。内蒙古大学は、中国内で 60 あまりの EMBA 教育資
格を持つ指定大学の一つで、内蒙古自治区では唯一の
EMBA 教育機関を持つ大学である。内蒙古大学 EMBA
教育は、これまで、政府行政、マスコミ、建築、エネルギー、
不動産、商業、国営企業、通信、銀行、物流、製造業な
どからの管理職や経営者からの応募者が多く、内蒙古自
治区で幅広く活躍している経済人を養成してきた。
3.　海外研修について
EMBA 教育のカリキュラムには海外研修が組み込まれ
ており、海外での研修を通して関連講座の受講や企業見
学を行うことで、より高度な経営能力のスキルを会得す
ることを目的としている。
海外研修は、毎年、国内外でそれぞれ 1 回行っており、
これまでに英国ケンブリッジ大学、米国ミシガン大学で
同研修を実施してきた。すでにふれたとおり、経済管理
学院とセンターが以前より共同研究で連携していたこと
もあり、日本における研修をセンターが実施することと
なった。
4.　日本研修の目的
内蒙古大学側は、日本は世界における経済大国であり、
日本企業は多くの先端技術を有し、「日本的経営」と呼
ばれるような、欧米企業と異なる独自の会社経営方式を
もっている。また愛知県は、日本の製造業の中心地で、
トヨタ自動車の生産基地でもある。その愛知県に本拠を
置く愛知大学は、愛知県の産業経済に関する研究の蓄積
が豊富で、企業との間に良好な関係を築いてきた。
この愛知大学の各種環境が、内蒙古大学の EMBA 学
生に、他では得られない学習機会を与えることができ
るという印象を内蒙古大学では有している。それゆえ、
EMBA 学生が、関連講座や企業見学等の研修を受講する
ことによって、日本の産業経済および企業経営等に対す
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る理解を深めることができるという認識のもと、今回、
愛知大学と共同で内蒙古大学の EMBA 学生の日本研修
を実施するに至った。
5.　日本研修について
研修の目的は、関連講座や企業見学を通じて、日本の
産業経済および企業経営等に対する理解にあるため、研
修では、日本式経営や日本企業の特徴、および日本の経
済に関する講義を中心に設けた。さらに、内蒙古自治区
は、中国有数の農畜産業が盛んな地域であるため、「日
本経済の新しい発展方向―農商工連携」の講座も加えた。
また、講座以外に、地元企業の見学を実施するなど日
本の企業経営について学ぶプログラムも実施した（表参
照）。
このような、講座と企業見学などを通して、EMBA 学
生の日本の産業経済および企業経営などに対する理解を
深めることができた。さらに、EMBA 学生が日本研修を
経て、日本と中国との間の新たな地域間交流およびビジ
ネスチャンスが生まれてくることが期待される。
表　ＥＭＢＡプログラム
11 月 18 日（月）
9:00 日本研修開講式および調印式
9:30 ～ 12:00 講座
「日本企業の特徴とその変化について」伊藤靖徳
１．国際的にみた日本の産業の比較優位
２．財務データからみた日本企業の特徴
３．「日本的経営」の特徴とその変化
４．まとめにかえて（日本的経営の存続と変容）
14:00 ～ 15:30 企業見学
デンソー西尾製作所
11 月 19 日（火）
8:20 ～ 11:30 講座
「日本経済の新しい発展方向―農商工連携」
　戸田敏行
「日本の農商工連携の概要」加藤勝敏
１．東三河地域の地勢的特性
２．産業集積の特徴
３．知的インフラの系譜
４．農商工連携事業創造の要因と新たな展開方向
「農商工連携のコーディネート」中野和久
１．新商品開発
２．技術開発
３．新市場開拓
４．人材確保・育成
５．知的財産活用
13:00 ～ 14:30　企業見学
イシグロ企業訪問
15:00 ～ 15:30
田原市長表敬訪問
16:00 ～ 17:00　企業見学
植物工場見学
11 月 20 日（水）
9:30 ～ 10:30 企業見学
トヨタ自動車本社工場
13:00 ～ 15:45 講座
「日本経済発展史および現状」阿部聖
1．開港から第 1 次世界大戦
2．1920 年代から敗戦
3．戦後改革から 1970 年代前半
4．1985 年以降の日本経済
16:00 修了式
